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殉懐に関する実験的研究 (第3報)

固体投射物の作用に就し､て

(岨 印 31年 5 月 12u 糞 Jl)

渡 辺 kT jI･村 】rl 旺 仁

(H本渦EEJ 虫点工竣)

井淵 の包子こして考えられる荘竪琵,講tB3Z)a:yス

恥 ･はLBl鯨だ緒摺物 の作用は枚だ!_rものである書は匠

に並べT=ところである.これら医子の風邪的な作用に

ついて 解析的な失投をきく入る書は苔易な本ではtJ''

が,托頓の誘起由子を究明する恥 三脚 の象宗に

迎lLるものとして監兼房いものてあろう｡fE,件鮒 鞄

が熟斑手として (GnSPartLdC)作用するものか香か

については兜粥するL=到らなかった｡従って p.lrtZCle

のもつエネルギーの井軌 よ次確'=ゆする都とする.

El 次

) Ⅶ苑増の-i始り耕例

2 L司弥投射物としてのai顎の作用

3 y ユ TJ- V ンち'3(L=よる GasparLICIcの作用

ヰ 揃 び

L 攻砕煙に就,'､て

耽々が棚 と名づける規範に&L､てほ既L:発表し

てあるが,これらの一役的な倍を表 1-2に示す｡

u)院 政 族 件

約-｢難色は 3Ox】COEのものとし薬働ミは切断技

粘讃タープ 1枚を貼りつける.

勿!=難色 (-キy-yン)とし窮-･≡繋包に符する

雌米は脚斬して薬を軸出しTL王三こする.

所持梢,柄〆イ は-書ソーケン,BT鰍 こ比して爆

拙 ガスの星匠,圧力茨はiiによって発生する野

里茨の強引主いずれも庇いLSを云すI=も拘らず-千

y-yソ1=対する誘接カは使者t二女.して肘 が大な

る折 示々す軌 三社目-Tへ古林で誘Fイ革の棚 時t=

範生する架分職 射粒子の作用を孫配して1i:現故a)

難件を先例するのが本職の日的'Cある.

胡1に明らかlLiか=棚 は負=薬包を-ヤプー

yyとLT=38合,榊 所等企姐を合有する決鼓は実

を煎-T兼也とするものにつ,.･て鎚著であり,-千./

一〆ン,所柄ダイナマイト/Z茄-実包とする時には

棚 は遜められlL',､.功二葉包を荘々変化三･･_rる

堵台.土へ +y-ケン以外のものについては棚 は

m錘Ẑ欠き,矧 こ溺安々主成分とする斬胴 .研 〆 (

罪の伽 i･用いる時は全 く巧めら1111いのが特長で

ある.

-出に耗爆粕 は映畑 を砂上にIjいては党召せ

るもので,このT=めは繋I=より発生する押 野の伝

柘がJt.)波面のR.射fl.受けて牧姓となる.今郡-,萌

=鞘LilともI=地上 1メートルの高書にQth材用とし

て軌十荒包を硝安〆イナマイ11.孫二雑'Bを-キソ

ーyyとLT=砂合の棚 到鵬 を試つに煮す.If2

'nJ#,tRヱ砂上.?.rTflの鼓によって♯文的TL迎''､の

ない市が明らかで凍鞍CEの伝拓の狂乱によって生11

る糸状班攻ではなく.ELl体鮒 物の二次脚乍用によ

る林は触 する琳E=よって肌ちかである.

71ひifの如 く砧%=を含む脈 rl･軒1-邪包とする昭一視

力1如上朗らかでない和 迩ぺT=が,こIlを更1=提返

し行えば次の如 くなる.(袈 4)

nJ】ら硫安を合11せず且つ木澱のFi:合丑が】07.･Jlil下

の組成i,もつ脚 を茄一端/Jとする時はaiZ錐ははな

く-+ソーyソー - ■y-yソの秒公とl棚 の様

式をとる.この榔 -繋包の脱 が大TLるもので

も魚大棚 榊 は30･t:yナメートJL･以下である.こ

川 =反して硝安XL合有し, hつ木為を各点l=含tI

(E-l-E-W)戯 7:L釣一男包とする時は視稚様

がAeぬらhる.硝安を合有する理非でもG-I-G-

J の如 く木汝の取合tlO〆以下のものでは現粋は

が存在し弄い.

即ち捕安は複棚 の生血に役立ち米粉は棚 経拝

の仲頚作J71のある可紬一分る｡硝安を台村するTこ桝 こ

距片 5-2Ctm の地瓜iへ･rt}-ダyの棚 が粒等

壱ilる鈷果となる.叉木現を身長に含王ざるものは

甜 3Ocml丸とにおいでI,i+ソーアンを榊 壬せる

書はEi*であ,3が.木粉の多澱に合tZ脈 を新一罪

tlとすれば3ccm以上の棺ほは容易となる.即ち未

反応の木勘の投射によって-+ソー〆yほ分析Lz交
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】三-

E-ド-F-F-C-G-1G-I2 ll雑 役9僻 l=也萌の作m る｡今罪'dとが-/

L･折の ｢-}イ5ナ｣托巧のBEnli･変化発句のFmllにおいJこポールほの ｢ブイ5ナ｣に向つ せしめてl

幼木投月粕 の分布状況をしらへでみればこl'Lて脚 をは乃せしめるとzS-Jt,帆 こ来分㍍粒子鱒,=業 らの設身雌Jは鮮血している帯が分る.
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jlPちJ胡終粒T･は米朝の難曲LT71什挺四ではrG輔的fJ速 ってまちまちであるが.こLrLらの粒子のすへてがJit坤

肘の形与･とるとみてよい.憤殉憎に取り村餅をもつ固 作用拭いは附加的に作用してへLYソーダyが偶感され

柿設舟相知の如 け陀 幣 5に示す｡即ち｡(-)I-折を転 く るのではなく壬ネル+'-の大ILる一部の粒子群によっ

虻倭し相,-J鬼才の数はわずかである林が分る｡別一ノ大 て-キソーyy1上は発すると)'て1,.～.この布につい

が-JL･析

ては煎三切 で -､れる.

今第-顎包の油面に各班雄朝を附耕させて托領の械

/ .∴ ‥ 二 ･ ･ 柔 ､ 二 ㌦ 芋 ･･壇を附諮召せるには都-jtSCzの月田三,-Z姉 しその平面

も, ll 3 母F=荘}'一定となる様に稚fJならしその上に粘讃ナー

中 々 桝 l無担 65 日 3 7 1枚を 剛 つける･ へ●ソーyソの剛 焚火瓜 王
4COoC 内外と堪えら れJl又 RDhcrlSOn が PET-hl

油分の粒T･は L殻日の'L'-ル旅で力さえられてしま う (=対してLP:みTこ紛 解式 L l0)PH ~lLOl177'与,用い

淡である.朝 地 手の速度は政子の大きさ,交長I=よ BolldonJ)が弥出し1こ光熱の特約 rNll0~3-10~4秒

F. 一 軍 匂 F-1 30×1刀g

印 二 名 セ -キy-yン 3Ox50g
也 鞘 の粒 度 21Jゥシ1- 48ノ9ン1

対称 (cm竃 ~二 ! 悪 手 075g+ 一語 二 三号

20
25
30

18

耶 - 弘 也 F- 1 30xICOg

節 ニ IE 也 -キノーyy 30〉(SO富

iS 加 故 知 軒 '6 0.5g AEP 松虫

rl ･. : ∴ ･ ･･ ▲ 一･･

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0
x O xx
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106 3'洩 火 拓 也 食 苫 那 17巻 軒 2軒

才之 8-L

第 - 逆 心 G- I 3OxlOOg

第 二 野 tE -■ソーyン 3Dx 50宜

二竪 堀 J>丑 LaI 21-48′ブシュ

yiAウム 薪 炭 包 雀化ダl一･払05I8310 05 03 1.0 05

50

車中 ･C,I三コ- j

;o芋一芸 烏 -㌔.,
石

lw 仁 y

2L2 24L

卜賢憲厚 賢 ヱ

三三〇 三三〇 一三三;Oxx頂 喜言三二喜喜≡
ー … ‥､ー ★丁 十､岸

O塗の .W ド rC) 258 336 5t3

∝0を引用1lruま.a-50〆くrcLCtlOnZWLO)として

r-6ccDK-u3'7(即ち 327oC～370'C となる一7E

田教程5)によれほへLPソーyyのEWrll発火I■lは 4∞●

C という位を示して･.､る.油浴泣1ニよる焚火l'(l主 2CO
oC内外であるが Krllpp軌 こJ:る 1秒の絡時間発火

瓜土3COIC内外であ,-J琳三一･投的な位 として茄 三八

ていち.疋田讃教授の抑 によれは眼界発火FT.那-中

ソ一〆ソの齢 250oC とTLつているが秋和ほに際し

ての名鑑重野の溢節点が 250oC を飢界扱とし対立Lf

=様相を示している.即ち良好J■(が 250'Cl丸ヒの姐

手弘託醍SFI,柄石.銃叔 Tこ′モニクエ.改姓L̂肋 ､る

時は顎棚 が現われ,六億嫌 30･､･1ccrIH=おいて茄

=発句 の-キソー〆ンほ比噂 芸7ヽろが朋畷J謀 250'C
以下の鼓舞丁,塩化盗,群厳談,茄象7ソモニ ケ人毛･用

いる巨利土棚 が現われないのふfLらli.槻 niJlは降

下する結果とtJ.･

ろ.一% =想耗横は謙榊 の位相瓜姐堺の阻宵作用に

J:I-Jものである軌 まこれ迄の失投L=上って明らかである

32 OxO

)く
○〉:○○0000
2
10がJその稚魚の乱舞j:Zが 250●C珊淡であって疋

田虫茂の77;;‖1 T=-キソーyンの取卯充火点(:iE似して･

..る郡は面白

い.輸n ニ加EEp=よって取解fJut･変化し上昇するも

の迎t=時下するものあり,未刊の契朗に偵して舞醇のh

l併点が如何なる位,.Z京すかは不朗であり.これは実

収的に究明するには祝推すき

る.鞍力Z姐の茨は,企姐をif-i;t0Sg以上でljLnt

は蚊薙矧 よ明らかでない｡文壌堺のRl帆 ■Tに比例してr

y殉はの感度 (-キソーダンのは鞘)は上昇している

林が分る｡椎 は扱産Jをわかにして反応波面故をます

と阻害作用は汲少し ICOIIc'議定の肺 0.5gの場合

は担皆作用が写とな

る.表9ほ琵実一読石の相互辞保i･･'7:.して,いる.帝

賢の合有兼が特大するにつれ脚 の胞 ま大きくなる

が,-キt/-ゲソに対する務EI座付は却って依下する

｡穀6-419の失投結果から杵33のEL鞍作用は肝 時

政鞍点の朱牙併粒度の黄熟 こよそ ものである林,59
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(30cm以上の欄拒■)(=j5ける玲按のEEl･としては讃11は研一屯旬に-+y-yyを
用い蝿東部に砂粒

脱脚ナ世がXtであるホ̂Z駒ちかにし.こ.
以脚1干05rク̂t･F7才訂させ,こせ合の苑は丘膿である.那
切が如何なるス■･Iルこして作用するかli今蚊の同和ち現件鮒rlとしてほ距だが3ccm以上JTILけれは作

でみろ.
月数果せ現わ∈Ii,.I.
紺が大となれは東分済世

三･/A
7-L,ツ琴井よりk.'二
だ棚の五n刊王領先生蚊K.Aとの
搬時間が長くなり.それだ'lナ

視点の如TgLは托淫の国手としての巴榔也の鑑件のもつdLJtが上昇する.又甜
時T.,Iが大とf_I
hほ

作qJ,tTL.･
暮を明らかにし'=が,
ft盤書の同性如拙空朱とのJr妹によって班があがる事も考えられ

が欄干として作用する時.ま
匹件のもつまネル<-る.-
1)右び絹∃tの増大にこって控侍のもつZEB5壬ネ
が如何fLる形で作朋するものであるかrL増えてふ･'='{ギーは旺少イー,-J市から.
ta'脚也の作If7カ快とし

ド.て,
果tt二myA一凶手を軽現出采IL卜事は当然である.

33
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jま未JT77.5cmrh'=任丑.-_荘隼iSJ.t男娼し こ印の

三= FWN'balです.耐 寺田の各会はビ7ワン最 It･ナル専
雅一等男と異なり,荘重eIL煙益生成ガスの分■は甥

讃〝スの申出戊近tq.こて笈著である.

tr1 5fitは堺 】弧 こお･'-て托糧の初期に35･1る不坊

(シーRClll)は恭一5'包の触 !=拡して晃生する1_r掌

i言とtal棚 約 の分焦点が 5cm内外の洩れ こも り-

O

〇

･

･

L
l
･
〇

･

rj
rJ

rJ

･

剛 節一･ih7匂/)-キソーケンEま協,kttとymjrして,
Url̂‖こHJ甘テーー/'と】接地つ7:tJ).

仲 川 のものに 30-35メサi,Jの抄 QSftを附

苫させたもa.

M ノh rルiL;■)に上る.絹ガに (I)h:FTIL'.

我12
か 一 策 包 G- E(壬iぷJこ全句 0.5g附Jn

那 _ 蕃 屯 へ } ソーyソ

0

x
0
0
O

OO
{91黙ttの

c

i
定

左右｢･ユ｢

JPソーyyが 5cm 内外の硝 硯 Z=おいて不はとな

るのはその不煙点t=おいては正字正と同体投射物とは

分推し山手1,t先行してこの.こめに径紀の伊 野が恭二

繋触 こエネルギーfi･F付与するのを坊にげろ7こめてある

と考え1こ,今lL,)の研究に上川 王朝稲村の各会,田件枚

射言わと鉄琴鼓が分雌づるのは噺暗所の繋包掘面より

ycrllの棚 であるとしてよい｡従って 7cm以下の権

威L:15ける約二瀧包の不雌は帝-一一儲 包の雌 だな変Ll

で負ヒ 難包がは讃L=到,-J迄の控益中心の形成近称こお

いて枝抗 の伴 粒子が設月1されてこのF=めにぼ叢-珍

るLl応通辞が中断されるものとみるべきであ,-'う.そ

して政態爪の姐耶I=上るER古作用は lb.､denの明ら

かにしている折である.RDも雌 Aの地文によって

HotSpolの群戊がBiFと7'Lる薮攻は落長軸 -#捗

2030 稚 のみならず弗.哩(=おいても恩めらrLる事が分つ

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

J.

〇

〇

･
0
･

O

O

汰

･こ.繁って事威 t=おける (苑柳 にわけるJfX 5-

2ccTn)兎二軍旬の不壊 よEE倖妙 ･T3と排 だの分丘

には全 く膵床なく,朗 知手としての坪 野の笥岩と

抱は作用エしての宋分節粒子a)敷菜の大小に上って訣

I-Zられるものである.

瑚 2は E脚 の前脚 で出陣鮒 tlの分けは

8-)Ccm でB王われる. この魯合は元速から 】iem の

位qEのものである.写実2ほ等宍 】,3こ次なるのは

は体の流行に上って生するウ1-ブの影が特長的であ

ち.我 は々このような影を･荒牧 するfh-･を ｢〝スバー

チZJt,と名付けTこ.即ちこの粒子はその牒田にyスを

･70L S> }～ もら机1とその牧にある粒子とが結びつIL.てm拝して

' いもと秋 もべきl=もも.J粥 ,Etま叫 ;41<てr

･/lクー L,ソ写窮み影こしては孜々としては次のも スJI-ナ7̂ Jの兜まが比較的多い木が分る.

の･>用い一一.

スパー7電圧

スJ-'-ク主隈

同Triil.L_TG

凹 面 立 t至

.q11匹 申

述Btb故殺

カメチレンズ

30,CCCV

IScm

=Ccm

÷亡く】て1

4cccm

脚 に託す

IJ3ccm lm

叩 3[▲珊 爪の三野包遠来よりZD.5cmの旺aEのも

のである. 年rE:=あらわれ'=巴触鮎 J% の巡見 王的

!.i5CrzIS.bq3GzllSと芳出される.この地点に35け

る嫌 Eibの;盤圧.上 <JR 恥S (平均互だ)内外と考え

られるからISI脚 .'冶う･匹珠だに先行することはあり

得''こ ,I.従ってかかるt17-は単なるt王子そのものの飛

行で.土な く,音だ逸民 0+(11つ･L-エ′1カt'ントの

1)一一グ速まとなる捷な加逗 TI-がtZ子に共存して,,I

耳暮 1は所持成 3Ox73gのサイズ讃包J:Eは発言･_I- るとAなけ川Zl_-ちILい.APち粒子の片田にgスJ/･存
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ljq▲･'=)二 二 三 二 ~_ i
し

･- ' 船 虫 -.I,*三Ef I..JL在するわ

けで我 は々これILu入J1--チタJL･と名づけら

.9/A4は棚 紳 30cmを院で.こ㈱ 成上T)n楽す

るは の々取昨蜘 Ẑ示している.11予に上るサ･l-すがふTlht=敵 とるものがあるがこItらほ''､ずれも

a:gi汐に先行して発っている.この
牢JE-t はガ･--

'-

⊥.i

..

r.

.:
i
:I
.
L

.

;

ある
.
オスJll-チタJt,が如何なる作用脚

1=上って-.･}-
yyがfZdtニ書かれるか

についてIiJmの軒先に王'こねはならな

ド.
汚すの囚7-を朗らかにする.こめ佃之

に向 雛方こしておいに.
qi'六6,
7は汚牲輔付脈の■r:P

7E.tlあって写井7ほ繋包頒布より

2th l花1=つに比定t=- トpytlTl故i･その平面が脈 杜々.ニiElr)
となるiF起用してハ ト.･ン腿 のti手

狭燕を野井にとつこものである.JZPちノ小 .･ン灰を速効し

ないもの は Vスパ-チタルの形をし,二世芋印をとるlこ対し,ノ､It･ンF(を速効し'こt土子は

J･I-I/按の証跡 =如 ･ては ガス.I-チ

タ〝の特性を消失している事が分る.こ川 二柳8

して柵 J*を待 つ,こ轍チタJL･が架だ弟二准包に軸 しておら1=一･し
-キソ- を鼓に示し･こ.即 ち '-2CtTnyyi.何や変Jtケ̂-.

していない.琴X与ZigスJ･--ナ7Jbが恭=?

_包■二丈大してお7).この時-+y-ケンは好古

を完丁している.妨一弘包の粗 に1つて蝕 ナる僻 だはr

の̀吟ようやく-+ツーゲソの脈 に班 し こ7fr)でもろ.還っ

てこの郷 は桝 だの弛 l前に市二も包i=放伐 ∈れ 二本/j･77;1･tIので近臣沌 (田■ 3ccn)tこわけも

棚 の国手‡LKAJL--ナクJtJの作Jllであると断浸し柑るも



抽dlJこ町ナる')iEWiI帯究 (帝3稚) 日1

yJtB19は所持店の竣末SFitこ酵 0.5gを対諸芸

-1''こものでも-J.写其81三石安のuE lシ Tヽe′全護

のもので半井9.三二･一 一さノゥ･/Jの所安J-E用いf二.
瑚 =て一三品安.エ汚ん こガス化している不が分り.粒
長手の由だ.主滋子の三三宍jf三れて).る事が分る.伝

tt子の静定を専一粟包の諸方'=相称さ一71ても石質の阻

耕作J77が現われlJ:,I-.表7の罪漁は牢7!の市架と符合

する事が分る.

4.飴 び

班世故と間組 芋の相互作用に熱 唱;伐rzbつ.未

刊告は虻紫野の空六体内の伝等通産が州別である.耽

の々研究 もAl洋としてほ凍安野の棚 因子としての顔

桝を211-とすへさてあっ'にが,神 仏.二期+る溺収汲
B2'琴搬 野の馳 攻 落である1=めに解明し易いr句

件投射物の8r#を明らか'=する帯を先とLl=.我々は

木暇 に tつて次の不を明らかにし相fこものと皿う.

) 7g#.甥L:おける近辞 の斤矧 三好世帯 (枝托する

市温石庄Uス茨を含めて)の作用Iこよって発生11･る

ものではあるが,末分節の純 子L:上って都=繋

包の脱 皮点は巨顎さrLる.

2班簿作用の盟体粒子はその蝦 の鮎常点が250'C
上lTの場合:=右-諾;=あらわれる.

8 LS牝 芋の臣者作執 i竪子と聯 iSの分#色:ニ33

'いてliじめて兜生す,-Jもので.ユニlく,それ以前 こも

Z3y)られる事が弱ちかとなつ◆二.こTLIまg:辛eEi=よ

fJ希=¥Jdの煙技:i坪 岩の作用とF申†こ生血され

る/iJのでIJ.-く5イムチタT (O.8-I.2xl(rl拶)那
あ,-J'こめである.

21即本牧8tbの作用によって粍横が生血引 ,tる古寺に

はJI-チタルは qスノ,--チ}ルの弊政をとるものと

思われる1Jt宋 ご̀不朗のたが多い.

5-Jl'-チタル+,'･鯛 の2Z子として作用LRIる一二めE=

こヱJバーナ7/i･の充行R JJ;2bロI一以上でなlJhは

その望カを現わし柑1.･い.′---チタ(.･が ガスバーナ

ク,,として作用する幼合にのみ意味を見出そうとす

る一つはここ(:ある.

占 iS2和一=jついて-ーrJt･払 キ,ク7'Zi:について

述-たが'これらの7J法は約-双包に雌｢振繋 (-

キソーyン)を依附する時は効梨がなく,覇掃,捕
ダイ啓托ERを主成分とする筋 を紡-R 臼とする時

L=のみ鼓巣のある群は.木靴 こ記述しT=群:安の担省

作用によってよく硯明される｡即ちが-Jt瀬 の-),t

Sチ‡三役射∈hf=横位払子f_,･おさえるからこの1=め

に桑=熊包に鵡安た予が糊 は hる不が&臥 こ淡少

する一こねてあ･-)ラ.

寿研究 こおける.L ナタJt･は憩投手のものをとりあ

っかつており〆 イ ナ † 1トの策包扶:=FH7甘すら軌 ､kl

の′<ラブ ′ソ印のAFtくJ文Q.粒子の大 き1LものI:つ

いてZiB;同道である市を15断りしておきよす.

(串rrlT稚溝J>するに当q,V:持寄をJZiつにIk:田教授,

村ES等圧'軌 王苑氏t二心から甑を表します.)
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